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2
ハジロカイツブリ

Podiceps nigricollis
カイツブリ目
カイツブリ科

くちばしが上に反り、顔の後に目
立つ白い部分がある小形のカイツ
ブリ類。ユーラシア大陸、アフリ
カ、北米、南米の主に温帯に、互
いに離れたいくつかの繁殖地を持
ち、日本には中国東北部からウス
リーにかけて地力で繁殖するもの
が、冬鳥として各地に渡来する。

他のカイツブリ類と同時に潜水が
巧みで、魚、甲殻類、昆虫類など
を餌とし、植物質のものも食べる
。越冬地では岸近くの海上や河口
で見られることが多く、川の下流
部や海に近い湖などに入ることが
ある。単独ないし数羽でいること
が多いが、時には数十羽の群れを
なし、次々に潜水する活発な行動
が見られる。

夏期、繁殖地の北ヨーロッパでは
「キキキー、キキキー」というき
しるような声を出したり、「ウィ
ーッ、ウィーッ」という柔らかな
低い声で鳴くのを聞いたことがあ
る。しかし冬期にはほとんど鳴か
ず、「ウィー」とか「ピーッ」と
いう声をごく稀に出すだけである
。

アカエリカイツブリなどと比べる
と全体に小形で首が短く、カイツ
ブリよりは大きく冬羽では茶色味
がない。もっともよく似ているの
はミミカイツブリだが、ハジロカ
イツブリにはくちばしが上に反る
こと、首の前面が汚れた灰色をし
ていることで見分ける。
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